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作：けやきの家

このたびの「令和6年能登半島地震」により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
皆様の安全と一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
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皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのことと存じます。本年も旧年同様よろしく

お願いいたします。

昨年は、５月に新型コロナウイルスが５類感染症に移行となり、社会経済活動が正常化され

ましたが、物価高騰や人材不足など厳しい状況が続きました。徐々にこれまでの外出や行事に

戻しましたが、複数の施設でクラスターが発生するなど、ご心配をおかけしました。そのよう

な中、年末に理事会を開催し、１月からの職員の給与引き上げのための給与規程等改正の承認

をいただきました。国の補正予算では２月から福祉・介護職員の処遇改善（賃上げ）を実施予

定ですが、日夜努力する職員に報いるため、法人独自予算で少しでも早く前倒しで実施したい

との思いからです。職員には、利用者の幸福や自己実現のための支援に傾注することをお願い

しました。

さて、令和６年のスローガンは、一人ひとりが一段上を目指すため「超える」にしようかと

考えながら年越ししましたが、元日に「令和６年能登半島地震」が発生しました。今年も感染

症や災害など緊急時の対応や安全管理に係る教育・実践が求められそうです。平凡なことを徹

底してやり抜く、決まっていることを丁寧に完璧にできる『凡事徹底』を今年のスローガンに

したいと思います。平凡なことでも長い間、ずっとやり続けていくことで、自分を成長させて

いく（超える）ことができるはずです。

昨年はすぎのこ会の大黒柱で法人発展に尽力されてきた岩崎俊雄会長が逝去し、大きな節目

の年となりました。志を引き継ぎ、法人理念である①利用者が生きがいのもてる施設、②地域

と密着し地域社会と交流のもてる施設、③一貫した福祉を保障する施設の実現に向けて、本年

も役職員一同、目の前の支援・介護を大切にしながら更に努力してまいりますので、変わらぬ

ご指導、ご支援を心よりお願いいたします。

『新しい年を迎えて』

≪理事長 岩崎 好宏≫

すぎのこだより８８号発行 福祉まつり参加 こども食堂サンタ登場

理事長インスタグラムより今号のベスト３！！

◎ほぼ毎日更新中です。ぜひ、アクセスしてください。
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・・お知らせ・・

令和5年度
岩舟駅伝競走大会
令和６年３月３日開催！！
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～第３回渡良瀬遊水地ハートランマラソン～

12月２日（土）青空と澄んだ空気の中、すぎのこ会WIZARDSのメンバーで渡良瀬遊水地リレーマラソンに参戦。

5.4㎞は苦しいけれど、頬を切る風の冷たさや伝う汗、上がる息の中聞こえる仲間からの温かな声援など全てが本
当に心地よい。速さや順位を競うのではなく、純粋に「走る」を楽しみ、風になる。だから襷を繋ぐ瞬間はみんな
笑顔。達成感と爽快感で言葉では言い表せないくらい幸せな気持ちにまたなれた。ありがとうハートラン♡

WIZARDS（すぎのこ事務主任）新村 智与子

11月19日 岩船山高勝寺、すぎのこ会慰霊
碑において供養式が執り行われました。すぎ
のこ会創設時から故人となられた方々に加え
て、昨年は創設者である岩崎俊雄会長、守り
本尊とも称された酒井悦子さん、最長老であ
られた山口トキ子さんが仲間入りをし、浄土
はさぞかし大賑わいのことと思います。旭岡
住職様の立派な読経を拝聴しつつも、故人と
の懐かしい思い出がよみがえってきました。
ご参列くださった利用者、保護者、職員の皆
様、準備から後片付けまで滞りなく終了でき
ましたこと、ありがたく感謝申し上げます。                
                                  常務理事：岩崎 操

法人供養式

みずほの家に来て早４年が経ちました。就労系の事
業所として、利用者の皆さんが日々リネン作業、店
舗作業に打ち込み、輝いている姿を見せて頂いてい
ます。私自身、利用者の皆さんの笑顔にいつも元気
をもらい、楽しく働くことができており、感謝して
います。これからも温かい心配りのできる支援員に
なれるよう頑張りたいと思います。よろしくお願い
いたします。 支援主任：小野 志織（中央）

みずほの家開設時より入職させていただき、あっという間に12年
目になります。担当しております「ちょっ蔵」では毎回真剣に作業
に取り組む利用者さんと一緒に店舗作業を行っています。夏の暑い
日も冬の寒い日も頑張る利用者さんの姿にたくさんの元気をもらっ
ています。これからも利用者さんが安全に楽しく作業ができるよう
努めていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。

支援主事：堀井 則子（右側）

みずほの家に入職して9年になります。私は主に就
労継続支援B型「ちょっ蔵すぎのこ」で利用者さん
と一緒にいもフライや焼きそばを作っています。
利用者さんの作業の幅が広げられる支援を行える
ように努めながら毎日、楽しく作業を行っていき
たいと思います。
支援主事：山口 裕子（左側）

地域福祉の推進に努めます。経歴：元栃木県PTA連合会副会長、下都賀地区PTA連絡会会長、栃木市
PTA連合会会長等を務め社会教育、家庭教育、地域活動に取り組む。地元中学校の職場体験学習と当
会を取りつなぐ。地域イベントでは運営、司会、ハンドドリップコーヒーで出店等を経験。現在：日
本語教師の資格を有し地域で暮らす外国人に日本語教育を支援、インバウンド観光岩船山爆破ボラン
ティアスタッフ、通信制大学の大学生。 事務主任：佐山 美幸

＜すぎのこ会の御地蔵様＞ ＜読 経（旭岡住職）＞

＜献 香（常務理事）＞ ＜集合写真＞

職員リレー 今号は『みずほの家』です
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各事業所の活動やイベントの様子

―ひのきの杜―
１２月２５日にクリスマス会を開催しました。

豪華なランチボックスを食べ、ケーキ作りや職員
によるダンスパフォーマンスを楽しみました。最
後にサンタさんからのプレゼントに皆さん満面の
笑みがみられました！
お正月に向けて、辰の顔はめパネルを使って皆で
撮影会を行いました！撮影した写真は年賀状や壁
飾りとして大活躍しています

支援主任：川田 良実

―もくせいの里（入所）―
令和5年、最後のイベントは、残念ながら皆

で楽しくクリスマス会とはなりませんでした。
お待ちかねのプレゼントは、サンタさんが無事
みんなの元へ届けてくれました。クリスマス
カードは手作りで、新人職員さんが時間が経つ
のも忘れて制作してくれました。行事あるある
ですよね。その甲斐あってカードを貰った利用
者さんは大喜びでした。 課長：市野 孝

―もくせいの里（通所）―
今年の冬は暖かな陽気が続き、外で汗をかき過

ごしていましたが12月後半、しっかり冬の寒さ
を感じるようになりました。日の入り時刻も早く
放課後等デイ利用の皆様は室内で過ごす機会も多
くなり、季節の制作やレクリエーション、クリス
マス会を行いました。また新年初めには、昨年中
の御礼も含め今年のお願いをするため初詣に行っ
て来ました。今年もよろしくお願いいたします。

総括主任：梅澤 要一

―子どもの部屋すぎのこ―
子どもの部屋では２日間に分けてクリスマス

会を行い、職員によるダンスやサンタクロース
からのプレゼントに大喜び(^^♪皆で一緒に踊り
盛り上がりました！クリスマスケーキやツリー
を見つめる子ども達…とても可愛らしいです♡
ケーキもあっという間に完食♪また来年もサン
タクロースが来てくれるよう元気に過ごしま
しょう！ 支援主事：針谷 優実
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